
 
平
成
26
年
６
月
６
～
８
日
に

屋
久
島
で
開
催
さ
れ
る
「
第
２
回

国
際
照
葉
樹
林
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ

屋
久
島
」
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
５
月
25
日
に
本
年
新
た
に
設

定
し
た
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
植
物

群
落
保
護
林
に
お
い
て
現
地
見

学
会
を
開
き
ま
し
た
。 

 

一
般
参
加
者
17
人
は
、
保
護
林

が
遠
望
で
き
る
瀬
切
大
橋
で

コ
ー
ス
説
明
を
受
け
た
後
、
大
川

林
道
上
部
に
移
動
。
標
高
９
０

０
㍍
の
眼
下
に
広
が
る
豊
か
な

照
葉
樹
林
と
そ
の
上
部
に
点
在

す
る
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
を
展
望

し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
前
田
三
文
所

長
が
、
保
護
林
の
概
要
を
説
明
し

ま
し
た
。
ま
た
、
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ

ウ
調
査
隊
の
手
塚
賢
至
氏
か
ら

は
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ

の
保
全
に
向
け
た
調

査
概
要
の
説
明
を
受

け
、
２
班
に
分
か
れ

て
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ

の
巨
木
が
あ
る
標
高

５
０
０
㍍
地
点
を
目
指
し
ま
し

た
。
途
中
、
枯
れ
た
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ

ヨ
ウ
の
幹
に
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ

の
芽
生
え
が
成
長
し
て
い
る
姿

や
人
工
林
の
際
で
成
長
す
る
樹

高
５
㍍
程
度
の
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ

ウ
を
見
な
が
ら
巨
木
を
目
指
し

ま
し
た
。
さ
ら
に
尾
根
筋
を
下
る

と
他
の
樹
木
を
圧
倒
す
る
か
の

よ
う
な
直
径
２
㍍
以
上
の
ヤ
ク

タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
が
現
れ
、
参
加
者
は

一
様
に
感
嘆
の
声
を
上
げ
て
い

ま
し
た
。 

 

希
少
種
と
な
っ
た
ヤ
ク
タ
ネ

ゴ
ヨ
ウ
は
地
形
の
険
し
い
尾
根

筋
に
点
在
す
る
の
み
で
、
巨
木
を

間
近
に
見
る
こ
と
は
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
ヤ
ク

タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
の
巨
木
を
見
た
い

と
い
う
参
加
者
の
思
い
は
強
く
、

帰
り
の
２
時
間
近
く
の
登
り
に

苦
労
し
な
が
ら
も
満
足
げ
で
、

「
現
地
見
学
会
を
ま
た
開
い
て

ほ
し
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。 

 

 

林
野
庁
の
保
護
林
制
度
は
来

年
で
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

長
い
歴
史
の
中
、
日
本
の
貴
重
な

森
林
が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
新
た

に
設
定
し
た
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ

植
物
群
落
保
護
林
が
、
将
来
に
わ

た
り
そ
の
保
全
に
大
き
く
貢
献

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

 

ヤ
ク
シ
マ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
開
花
時
期
を

迎
え
、
屋
久
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
で
は
、例
年
、登
山
者
が
多
く
な
る

時
期
に
屋
久
島
森
林
管
理
署
と
協
力

し
「シ
ャ
ク
ナ
ゲ
パ
ト
ロ
ー
ル
」を
行
っ
て
い

ま
す
。 

 

本
年
は
５
月
26
日
～
６
月
６
日
を
計

画
。
高
山
植
物
の
盗
堀
防
止
や
登
山
マ

ナ
ー
の
呼
び
か
け
を
行
う
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
春
先
に
か
け
気
温
の
変
動
が

大
き
か
っ
た
た
め
か
昨
年
よ
り
開
花
が

遅
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
つ
ぼ
み
は
昨

年
に
増
し
て
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。 

 

６
月
６
～
８
日
は
屋
久
島
に
お
い
て
第

２
回
国
際
照
葉
樹
林
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か

れ
ま
す
。
安
全
を
確
保
し
多
く
の
方
々

に
屋
久
島
の
悠
大
な
自
然
を
満
喫
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

登
山
者
の
マ
ナ
ー
も
向
上
し
て
い
ま
す

が
、
小
屋
周
辺
に
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
た

り
、
ゴ
ム
キ
ャ
ッ
プ
が
装
着
さ
れ
て
い
な
い

ス
ト
ッ
ク
を
使
用
し
て
い
る
な
ど
一
部
心

な
い
登
山
者
も
い
る
よ
う
で
す
。今
後
も

引
き
続
き
呼
び
か
け
を
行
う
な
ど
登

山
マ
ナ
ー
の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

 

関
東
以
西
に
分
布
す
る
常
緑
高

木
。
葉
は
倒
披
針
形
で
全
縁
か
ま

ば
ら
な
鋸
歯
が
あ
る
。
幼
木
の
葉

に
は
鋭
い
鋸
歯
が
あ
る
。
果
実
は

黒
っ
ぽ
い
赤
色
に
熟
し
食
べ
ら
れ

る
。
屋
久
島
で
は
大
き
な
果
実
の

も
の
を
「
み
ず
も
も
」
と
呼
ぶ
。 

 

花
期
３
～
４
月
、
果
期
５
～
６

月
。 
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 ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
の
巨
木
の
森
を
訪
ね
る 

～
第
２
回
国
際
照
葉
樹
林
サ
ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
屋
久
島
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
～ 

「

シ

ャ

ク

ナ

ゲ

パ

ト

ロ

ー

ル

」

開

始 

～
登
山
者
へ
安
全
な
ど
呼
び
か
け
る
～ 

 
 
 

屋久島北部の植生垂直分布調査(平成 22 年度) 
●標高 1250 ㍍プロット 

 山腹平衡斜面の 197 年生の天然林。樹高 16 ～ 17 ㍍、胸高直径
200㌢以上のスギの大径木が保残。プロット内外にはスギの伐株（江
戸時代の伐採と思われる）やツガの倒木、ハリギリの大径木（樹高
17.1 ㍍、胸高直径 165.6 ㌢）も見られる。局所地形は平衡斜面で、
平均傾斜 41°、斜面方位は北向き、標高は 1270 ～ 1280 ㍍範囲。
[高木層]スギ（2 本は胸高直径が 2.59 ㍍と 2.04 ㍍）・ヒメシャラ・ヤマ
グルマが混生。スギの大径木にはアオツリバナ・ヒノキ・ナナカマドが
着生。[亜高木層]ハイノキが多く、ユズリハ・サクラツツジが混生。個
体数は少ないがスギ・ヤマグルマ・ヤマボウシ・カナクギノキ・タンナサ
ワフタギも生育。[低木層]植被率は低いが、ハイノキ・サクラツツジ・
ヒメヒサカキ・の個体数は多い。他にユズリハ・シキミ・スギ・ヒメシャラ・
ヤマグルマ・タンナサワフタギ・ヤマシグレ・アセビ・ナナカマド・コバ
ノクロヅル・ツゲモチが生育。[草本層]植被率は低いが、ハイノキの
本数は多い。個体数は少ないがヤマグルマ・フタリシズカ・ヒメミヤマ
スミレ・リョウブ・ヒメツルアリドオシ・オオゴカヨウオウレンや、コバノイ
シカグマ・ゼンマイ・キジノオシダなどのシダ植物も生育。[特徴]スギ－
ハイノキ群集。プロットは２本のスギ大径木とヤマグルマによって樹冠
が覆われており、植被率の変動は見られない。標高の高い天然スギ
林内に多く出てくるヒメシャラ・ヤマボウシ・タンナサワフタギ・コバノク
ロヅルなどが生育。[５年前との比較]亜高木層のユズリハ、低木層の
ハイノキの生育が旺盛で、タンナサワフタギやカナクギノキ等落葉広
葉樹が被圧され衰退しつつある。ヤクシカの食害が目立ち始めてき
た。 

直径２㍍以上の巨木の前で 

咲きほこるヤクシマシャクナゲ 

パトロールする職員 



 

平
成
26
年
５
月
11
日
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
タ
ス
マ
ニ
ア
州
か
ら
屋

久
島
を
訪
れ
た
18
人
の
方
々
が
屋

久
島
町
船
行
に
設
定
さ
れ
て
い
る
ヤ

ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
採
取
林
を
視
察
し
ま

し
た
。 

 

タ
ス
マ
ニ
ア
に
は
世
界
遺
産
（
複

合
遺
産
）
タ
ス
マ
ニ
ア
原
生
地
域
が

あ
り
ま
す
。
一
行
は
タ
ス
マ
ニ
ア
原

生
地
域
で
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
そ
の
家
族
の
方
々

で
、
世
界
遺
産
屋
久
島
の
自
然
と
保

全
活
動
を
視
察
し
た
く
今
回
の
訪
問

と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

 

現
地
で
は
保
全
セ
ン
タ
ー
の
前
田

三
文
所
長
が
屋
久
島
に
お
け
る
国
有

林
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
。
ま

た
、
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
調
査
隊
の
手

塚
賢
至
・
田
津
子
ご
夫
妻
が
ヤ
ク
タ

ネ
ゴ
ヨ
ウ
の
希
少
性
・
調
査

隊
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
や
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
が
も
た
ら
す
被
害

な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
屋
久
島
在
住
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・

ベ
ル
氏
は
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ

ウ
な
ど
専
門
用
語
の
通
訳
に
苦
慮
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
タ
ス
マ
ニ
ア
で

実
際
に
保
全
活
動
を
行
っ
て
い
る

人
々
の
理
解
は
早
く
、
短
時
間
で
は

あ
り
ま
し
た
が
、
希
少
種
ヤ
ク
タ
ネ

ゴ
ヨ
ウ
の
保
全
活
動
の
一
端
を
理
解

し
て
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

 

最
後
に
一
行
か
ら
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ

ウ
調
査
隊
の
保
全
活
動
に
役
立
て
て

欲
し
い
と
寄
付
の
申
し
出
が
あ
り
、

そ
の
場
で
手
塚
氏
に
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。 

 

保
全
活
動
を
行
っ
て
い
る
も
の
同

士
の
交
流
を
深
め
る
１
日
と
な
り
ま

し
た
。 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
一
行 

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
採
取
林
を
視
察 

ヤクタネゴヨウをバックに記念撮影 

【GW 期間中における縄文杉登山者数と自然休養林入林者数】 

25年 26年 前年比
4月27日 354 ─ ─
4月28日 674 ─ ─
4月29日 423 ─ ─
4月30日 545 ─ ─
5月1日 511 ─ ─
5月2日 479 ─ ─
5月3日 457 384 -73
5月4日 1,007 1,016 +9
5月5日 472 518 +46
5月6日 128 ─ ─
合計 5,050 1,918

日平均 505.0 639.3 ─

25年 26年 前年比
4月27日 351 427 +76
4月28日 556 545 -11
4月29日 497 417 -80
4月30日 426 463 +37
5月1日 440 425 -15
5月2日 500 437 -63
5月3日 737 555 -182
5月4日 773 844 +71
5月5日 573 507 -66
5月6日 211 313 +102
合計 5,064 4,933

日平均 506.4 493.3 -13.1

25年 26年 前年比
4月27日 301 260 -41
4月28日 357 350 -7
4月29日 359 333 -26
4月30日 191 125 -66
5月1日 312 207 -105
5月2日 182 181 -1
5月3日 591 258 -333
5月4日 377 581 +204
5月5日 478 413 -65
5月6日 215 257 +42
合計 3,363 2,965

日平均 336.3 296.5 -39.8
*縄文杉登山者数の25年は10日間、26年は３日間の合計及び平均。
*■：休日

縄文杉

白谷雲水峡

ヤクスギランド

*縄文杉登山者数は屋久島山岳部利用対策協議会の調査、 自然休養林入林者数は屋久島レクリエーションの森保護管理協議会の調査
による。
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